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前回は、「国レベルでの災害(被害)の把握状況」

に言及しましたが、今回は、県及び市町村レベル

での「災害(被害)の把握状況」を扱います。 

(章番号、表番号は前回からの通し番号) 

 

 

3.県レベルでの災害(被害)の把握状 

況－地震発生後20日時点の状況－ 

 

(1)宮城県 

宮城県の HP には「平成 23 年(2011 年)東北地

方太平洋沖地震における被害等状況」が過去の

分も含め公開されています。2011 年 3 月 31 日

現在のものを示すと表 3 のようになります。 

これをみると、死者、電気・水道、避難所状況、

火災状況及び孤立地域の欄には「調査中」表記が

少なく、行方不明者、重傷者、住家被害及びガス

の欄には(激甚被災地となった市町村を中心に)

「調査中」表記が多いことがわかります。つまり、

前者の方が相対的に把握が進んでいるといえま

す。 

この「調査中」表記が無くなる(又は変更され

る)時期は、項目別には以下のようになります。 

○死者 

死者欄の「調査中」表記が無くなるのは、地

震発生から 5 日後の 3 月 16 日 21 時の報告か

らです。ただし、死者数が確定した(死者を全て

把握した)ということではなく、その時点で判 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明している死者数を掲載したものであり、そ

の後も死者数は増加していきます。 

○行方不明者 

行方不明者欄の「調査中」表記が無くなるの

は、地震発生から 1 カ月以上が経過した 4 月

19 日 19 時の報告からです(ちなみに、最後の

「調査中」表記は仙台市)。 

○重傷 

重傷欄に「調査中」と表記している市町村の

多くは、月日の経過とともに「不明」表記に変

更されていきますが、1 年半が経過した 2012

年 9 月 7 日公表分(2012 年 8 月 31 日現在の数

字)においても 1 町(七ヶ浜町)で、なお「調査申」

となっています。この「調査中」は「調査不能」

の意味に近いと筆者は考えています。 

○全壊 

全壊欄から「調査中」表記が無くなるのは、

2 カ月半後の 5 月 25 日 18 時の報告からです

(最後の「調査中」は名取市、七ヶ浜町)。この

場合も「調査中」と表記しなくなっただけで、

数字が確定したわけではありません。激甚被災

市町村ではその後も数字が変動しています。 
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(2)岩手県 

岩手県の岩手防災情報ポータルに掲載されて

いる資料から、2011 年 3 月 31 日現在の被害

等の状況を示すと表 4(沿岸市町村分を抜粋し

て作成)のようになります。 

死者、行方不明者、避難所・避難者数の欄には

「調査中」、「不明」の表記が無いか少ないのに

対し、負傷者及び家屋倒壊数の欄には「調査中」、

「不明」の表記が目立ちます。これは、前者の

把握が先行していることを意味しますが、この

傾向は、宮城県とほぼ同じです。 

この「調査中」や「不明」の表記が無くなる

(又は変更される)時期は、沿岸市町村に限った

場合、以下のようになります。 
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○死者 

死者欄の「調査中」(陸前高多市)、「不明」

(釜石市)表記が無くなるのは、地震発生から

3 日後の 3 月 14 日 21 時の報告からです。 

○行方不明者 

行方不明者欄の「調査中」(山田町)表記が消

えるのは、地震発生から約 1 カ月後の 4 月 8

日 17 時の報告からです。 

○負傷者 

負傷者欄の「不明」表記は、地震発生から

1 年が経過した時点でも無くなっていません。

恐らく、「調査不能」がその理由と考えられま

す。 

○家屋倒壊数 

家屋倒壊数欄の「調査中」(大槌町)表記が消

えるのは、地震から 1 カ月半後の 5 月 26 日

17:00 の報告からです。 

 

(3)まとめ 

○当然のことですが、津波被害の大きな市 

 

 

 

町村で被害把握は遅れています。 

○死者や避難所(者)の把握が先行し、重傷者(負

傷者)及び住家被害の把握は遅れる傾向にあ

ります。前号の東日本大震災時の国レベルで

被害状況(把握)の推移にみられた傾向はこの

ことを反映したものといえます。 

 

4.市町村レベルでの災害(被害)の把握状況－

地震発生後3カ月間の被害状況等の推移－ 

 

表 5～7 は、宮城県資料を用いて石巻市、南三陸

町及び栗原市の 3 市町の地震発生後 3 カ月間の被

害状況等の推移を示したものです。 

石巻市は宮城県下市町村の中で最大の被害を受

けました。南三陸町は津波により多くの町職員が

亡くなりました。また、栗原市は東日本大震災で

は唯一震度 7 を記録した市です。前 2 者は海岸線

を有していますが、栗原市は宮城県北西部の内陸

の市です。 

表からは、以下の傾向を読み取ることができま
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す。 

○地震が発生した 3 月 11 日には、3 市町から

県には被害報告は入っていません。03 市町に

共通して、死者・行方不明者の把握、ライフ

ライン被害状況の把握、避難所数・避難者数、

火災状況及び孤立地域の把握が先行し、重傷

者、住家被害(全壊)の把握が遅れる傾向がみ

られます。これは、3 で指摘した傾向とほぼ

同じです。 

○津波被害の大きかった石巻市及び南三陸町

の被害把握は大きく遅れています。これに対

し、栗原市では震度 7 にもかかわらず被害が

相対的に少なく被害把握も他2市町より早く

なっています。 

○地震発生から 4 日後の 3 月 15 日 21:30(県発

表。栗原市から県への報告は 16:00)時点で、

栗原市が死者・行方不明者・重傷者数をほぼ

確定しているのに対し、他 2 市町はこの時点

ではわずかな被害数把握に止まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地震発生から 1 週間後の 3 月 18 日 21:00 時

点での死者の把握状況は、3 ケ月後の 6 月 11

日 18:00 時点比で、6.8%(石巻市)、4.6%(南三

陸町)となっています。この 2 市町は、1 週間

後時点でも被害の全体像把握からは遠い状

況にあることがわかります。 

○「報告時期」(市町村から県への報告時期)を

みると、地震発生から 1 週間後の 3 月 18 日

21:00 時点までの県への報告は、石巻市で 3

回、南三陸町で 2 回、栗原市で 6 回となって

います(注)。石巻市及び南三陸町では、巨大な

被害の対応に追われ、状況把握・報告が後回

しになったものと推測されます。 

 

(注)表 5～7 は宮城県資料を抜粋して作成して

いるので正確さにやや欠けますが、傾向は捉

えていると考えられます。 
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